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四
月
二
十
三
日
、
子
ど
も
た
ち

に
生
物
や
河
川
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
荒
川
漁
業
協
同
組
合
主

催
の
「
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
放
流

式
」
が
、
荒
川
水
辺
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
放
流
式
に
は
、
村
内
保
育
園
の

年
長
児
四
十
五
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
「
ま
た
こ
の
川
へ
帰
っ

て
き
て
ね
」
と
元
気
良
く
約
二
万

匹
の
稚
魚
を
清
流
荒
川
へ
放
流
し

ま
し
た
。 

　
和
田
直
樹
さ
ん
（
下
関
保
育
園 

・
勝
蔵
）
は
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。

川
の
中
を
泳
い
で
い
く
魚
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
荒
川
漁
業
協
同
組
合
の
中
倉
虎

治
組
合
長
は
、
「
秋
に

な
っ
た
ら
、
卵
か
ら
魚

に
な
る
過
程
を
見
て
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た

ち
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
荒
川
漁
業
協

同
組
合
か
ら
、
放
流
に

使
っ
た
バ
ケ
ツ
を
砂
遊

び
用
に
と
子
ど
も
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。 

　
放
流
し
た
サ
ク
ラ
マ

ス
が
大
き
く
な
っ
て
、

荒
川
へ
戻
っ
て
来
る
日

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

き
っ
と
子
ど
も
た
ち
は

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 
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五
月
十
日
、
関
川
小
学
校
の
一
年
生
四
十
三
人
が
、
菜
の
花
が
満
開

の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
「
春
さ
が
し
」
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
授
業
の
一
環
で
、
近
く
の
公
園
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

発
見
す
る
こ
と
が
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
先
生
か
ら
「
春
の
も
の
を
四
つ
探
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
の
課
題

に
、
参
加
し
た
児
童
は
、
満
開
の
菜
の
花
畑
で
、
ち
ょ
う
ち
ょ
や
た
ん

ぽ
ぽ
な
ど

”春
の
も
の
“
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま

し
た
。 

　
松
本
苗
幸
さ
ん
（
上
関
）
は
「
い
ろ
い
ろ
な
花
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

満
開
の
菜
の
花
畑
で
春
探
し 

春
見
〜
つ
け
た 

な
な
せ 

　
村
温
泉
旅
館
組
合
と
村
観
光
協

会
主
催
の
「
わ
ら
び
と
り
宿
泊
パ

ッ
ク
」
が
、
五
月
九
日
か
ら
五
月

三
十
日
ま
で
の
四
回
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
の
一

泊
二
食
と
わ
ら
び
と
り
、
山
菜
弁

当
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
お
得
な
パ

ッ
ク
に
は
、
新
潟
市
や
長
岡
市
、

阿
賀
野
市
な
ど
か
ら
約
百
三
十
人

が
参
加
。
大
石
集
落
の
わ

ら
び
畑
で
わ
ら
び
と
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
辺
り
一
面

に
伸
び
て
い
る
わ
ら
び
を

慣
れ
た
手
つ
き
で
次
々
と

収
穫
。
あ
っ
と
い
う
間
に

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
収
穫

し
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー

客
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が

夫
婦
や
家
族
連
れ
。
新
潟

市
か
ら
参
加
さ
れ
た
男
性

は
「
今
年
で
二
回
目
の
参

加
で
す
が
、
友
人
を
誘
っ
て
十
人

で
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
収
穫
で

き
て
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

宿泊パック 

大収穫に参加者大満足 

わらびとり 
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五
月
十
七
日
、
第
五
十
回
関
川

村
商
工
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
敬
称
略 

―
勤
続
三
十
年
以
上
― 

▽
渡
邉
智
子（
雲
母
本
館
・
39
年
） 

▽
松
田
勇
吉 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
30
年
） 

―
勤
続
二
十
年
以
上
三
十
年
未
満
― 

▽
阿
部
千
恵
子 

　
　
　
　
　（
雲
母
本
館
・
24
年
） 

▽
高
木
巳
子（
雲
母
本
館
・
21
年
） 

▽
小
野
富
美
子 

　
　
　
（
栄
久
堂
薬
舗
・
20
年
） 

―
勤
続
十
年
以
上
二
十
年
未
満
― 

▽
大
濱
美
貴
子 

（
セ
ー
ブ
オ
ン
関
川
店
・
10
年
） 

▽
駒
沢
真
貴
子 

（
セ
ー
ブ
オ
ン
関
川
店
・
10
年
） 

―
勤
続
五
年
以
上
十
年
未
満
― 

▽
菅
原
正
美 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

▽
菅
原
猛
夫 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

▽
近
藤
則
雄 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

▽
本
間
雅
和 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

関
川
村
商
工
会 

　
永
年
勤
続
優
良 

　
　
　
従
業
員
表
彰 

　
大
規
模
改
修
中
の
国
重
要
文
化
財
・
渡
邉
邸
で
は
、「
ち
ょ
う
な
」
を
使

っ
て
梁
に
使
用
す
る
木
材
を
削
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　「
ち
ょ
う
な
」
と
は
、
木
材
を
荒
削
り
す
る
際
に
使
用
す
る
大
工
道
具
で
、

柄
の
刃
先
で
木
材
の
表
面
を
削
り
出
す
の
が
一
般
的
な
使
い
方
で
す
。
主
に

柱
や
梁
な
ど
の
荒
削
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　「
ち
ょ
う
な
」
を
使
う
と
、
独
特
の
波
状
の
削
り
肌
を
残
し
ま
す
。
近
年

は
木
造
建
築
の
減
少
や
洋
風
建
築
の
普
及
に
よ
り
、
大
型
の
木
材
を
使
う
こ

と
が
少
な
く
な
り
、「
ち
ょ
う
な
」
の
出
番
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
職
人
の
皆
さ
ん
が
魂
を
込
め
て
仕
上
げ
て
い
る
梁
は
、
こ
の
先
何
百
年
と

渡
邉
邸
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

伝
統
の
技
法
で
渡
邉
邸
を
再
生 

�
荒
削
道
具
「
ち
ょ
う
な
」 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
運
動

会
日
和
と
な
っ
た
五
月
二
十
二
日
、

「
開
校
記
念
関
川
小
学
校
大
運
動

会
」
が
関
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
動
会
は
、
関
川
小
学
校
が
四

月
に
開
校
し
て
か
ら
初
め
て
の
開

催
。
全
校
児
童
二
百
八
十
八
人
を

は
じ
め
来
賓
や
教
職
員
、
保
護
者

や
家
族
な
ど
大
勢
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
白
組
・
紅
組
に
分
か

れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で

練
習
を
重
ね
て
き
た
趣
向
を
こ
ら

し
た
種
目
や
全
力
で
バ
ト
ン
を
つ

な
ぐ
リ
レ
ー
、
応
援
合
戦
な
ど
を

披
露
。
子
ど
も
た
ち
の
白
熱
し
た

様
子
に
応
援
席
か
ら
も
「
が
ん
ば

れ
ー
、
そ
れ
い
け
ー
」
と
大
き
な

声
援
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
閉
会
式
で
は
児
童
を
代
表
し
て

川
又
光
流
さ
ん
（
六
年
・
鮖
谷
）

が
「
関
川
小
学
校
第
一
回
の
運
動

会
が
成
功
し
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

で
協
力
し
合
っ
て
、
が
ん
ば
り
た

い
で
す
」
と
感
想
を
発
表
。
関
川

小
学
校
の
記
念
に
残
る
運
動
会
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
も
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

「盛り上げろ！歴史をつくれ！ 
　　　　　　　記念に残る運動会」 

開校後初の関川小学校大運動会 

▲５・６年生の団体競技「騎馬戦」 


